
まだまだ寒い日が続きますが、２月に入ると、なんとなく日差しも明るくなり、春が少しずつ近づいている

のを感じます。とはいうものの、インフルエンザや感染性胃腸炎の流行時期でもありますし、花粉症の方には

つらい時期でもあります。みなさん健康にはお気を付けください。 

はもりあでは、はもりあフェスタの後も、今月スタートのさんかくカレッジ、３月開催の講座や講演会など、

寒さに負けず企画をご用意していますので、ホームページや広報紙で、ぜひチェックしてご参加ください。 
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「はもりあ」とは造語で、女性と男性の協

働という素敵な“ハーモニー”が奏でられる

“中核エリア”という意味です。 

２00６年 10 月に公募で決定した男女共同

参画センターの愛称です。 

 

 毎年 1月に行われる出初式。みなさんはご覧になったことはありますか。今年も１月７日（日）、 

四日市ドームとその周辺で、市制施行 120周年記念 四日市市消防 出初式 が行われました。 

 今回の「はもりあ」では、出初式の様子について、男女共同参画の視点から見ていきたいと思います。 

 今年の出初式では、公募で選ばれた「こども隊長」１９名を加えた分列行進や、消防団員の表彰・式
典、救助・救急隊による救助救急訓練、「陸・海・空」合同での一斉放水訓練など、様々な項目があり

ました。 

 そのなかでも、消防団員によるはしご登り演技は、男性も女性も参加して、それぞれが協力しあいな

がら披露されました。また、学生消防団によるミニはしご体験コーナーでも同様に、性別に関係なく子

どもたちに「はしご乗り」を体験していただく様子が見られました。 

 以前は「消防は男の仕事」のような固定観念があり、現在も消防に携わる女性は少ないのが現実です。

しかし、消防活動の対象となるのは、女性・男性・高齢者・子どもなどさまざまであることを考えると、

消防には女性を含めた様々な視点が必要です。 

 総務省消防庁が発表している統計情報によると、平成 28 年 4 月 1 日現在において、消防吏員（消防

職員のうち、階級を有し、制服を着用し、消防事務に従事する者。実際に現場活動を行う者。）における

女性の割合は約 2.5％ 、消防団員における女性割合は約 2.8％ となっています。まだまだ女性は少な

いですが、年々数は増加しています。四日市市でも、同基準日において、消防吏員における女性の割合は

約 3.8％ 、消防団員における女性割合は約 7.1％ となっていて、女性の数は増加傾向にあります。 

 今後も、消防はもちろん、さまざまな分野で、性別に関わらず個性や能力を十分発揮できる男女共同参

画が進み、誰もが暮らしやすい社会にしていきたいですね。 

 出初式は、日夜活動している消防職・団員、関係機関が、市民のみなさんの、防災・防火の意識を高め、

「災害に強い安全なまち四日市」の構築に貢献することを目的として実施している行事です。その歴史は

江戸時代の消防組織であった「火消」が行ったものが起源と言われており、現在でも全国各地で行われて

います。 

 

【はしご登りの様子】 【泗水火消太鼓の様子】 【木やり隊の様子】 【ミニはしご体験の様子】 



 

 

                 ＮＰＯ法人四日市男女共同参画研究所 企画・運営 
        

 

 

        

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

   

『女も男も生きづらさの根にあるものは家事ハラスメントだった』 

男女共同参画社会の実現には、「家事労働」がネックになっていることがわかってきました。そこで「家

事労働」を男女共同参画の視点で話し合い、学習し、考えていくことを目的に開催しました。 

第１回目は、家事労働の「うっぷん」発散会議。子育て、介護、炊事、洗濯、掃除、地域、職場など日ご

ろの「うっぷん」をはき出しました。第２回目は、「家事労働の評価と役割分担がもたらすもの」①労働編

として、甲南大学名誉教授 熊沢誠先生の講義。第３回目は②その他もろもろ編をテーマに、先の２回の内

容をもとに、「家事労働について」グループ討議を行いました。 

講座内では、参加者から活発な意見交換がされました。受講後のアンケートでは 

「身近な問題であるが気づくことの大切さを感じた。男女共同参画を考えるきっか 

けになった。これからも気軽に参加できる場を作ってほしい。」など意見が出ました。 
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「男女共同参画講演会」・「男性向け健康講座」の詳しい内容・申込みにつきましては、広報よっか

いち２月下旬号、情報紙「はもりあ」３月号で、お知らせします。どうぞ、お楽しみに・・・ 

 
3 月１７日(土)１０:００～「男女共同参画講演会～女性も方針決

定の場へ～」を予定しています。 

方針決定の場へ女性が参加することの必要性、そして、     

         女性の声を社会へ活かすために大切なことは 

                        何か・・・一緒に考えませんか？ 

             

 
3 月２４日(土)10：00～「男性向け健康講座 

～働きながら健康づくり～」を予定しています。 

運動の重要性とポイント、男性の更年期について 

学びましょう。今から始めて元気に長生き！！ 

 

 

 起業に興味がある女性に向けて、将来のライフプランを考えながら、今の生活を変えずに次の段階へステップ

アップを促す場として、プチ起業入門講座 ～ワタシスタイルで そろそろステップアップ～を開催しました。 

 はじめに、ファシリテーターでＮＰＯ法人ワークスタイル・デザイン代表の加藤真理さんから、プチ起

業入門講座の趣旨説明などがあり、続いて実際にチャレンジショップからステップアップされた

「AMAZING FACTORY」（アメイジングファクトリー）で書家の村木祐加子さんより体験談紹介があ

りました。最後に、「Up-Stage」（アップステージ）の森井佳子さんより、好きなことを仕事にする大切

なポイントについてお話しいただきました。 

 参加者からは、「自分のなかでもやもやしていた気持ちが楽になった。自信がわきまし 

た。」、「具体的な話を聞かせて頂けた。講師の方々が誠実で情熱をもってされていてエネ 

ルギーをもらえた。」との意見がありました。 

 今後も、男女共同参画社会の実現に向け、女性の起業支援にも取り組んでいきます。 
【講座の様子】 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

《平成 29年度相談日》 

2月 24日(土) 

3月 24日(土) 

 《時  間》 

13：00～15：00 

《専用電話》 

059‐354‐1070 

 

 

 

 

≪担当相談員の声≫ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

これまでにたくさんのご相談をいただきました。中には、「以前にも電話し

たんやけど・・・」という方もおられます。年齢を問わず、お若い方からご年

配の方まで、そして、内容も問わず、ご自身の生活や仕事、健康をはじめ、ご

夫婦、ご家族のことなど、様々なお話があります。こうした機会がそれほど多

くない中で、この電話相談を利用していただけていることに、とても感謝して

います。 

 そして、そのご相談のどれもが、ないがしろにできないものばかりです。お

困りの様子も電話口を通して伝わってきます。こちらは、「プルプルプル」と

電話が鳴るたびに、身が引き締まる思いで、少しでもお役に立つことができれ

ばと誠実かつ真摯にお話をおうかがいしております。 

 電話をかけることにためらいや抵抗もおありのことでしょうが、「ちょっと

聞いてくれへん？」という感じでも大丈夫、ほんの少しだけ勇気を出してみま

せんか。ご相談を心からお待ちしています。 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

☆男性からの悩みの相談を、男性の臨床心理士がお聴きします。（ひとり 30分程度） 

☆相談内容は、自分の性格や生き方、夫婦関係、子どものこと、 

性・セクシャリティなど何でもかまいません。  

☆匿名で OKです。プライバシーは厳守します。 

☆相談は無料です。 

  

 「ＳＯＧＩ」とは、「Sexual Orientation（性

的指向） and Gender Identity（性自認）」の頭

文字を取った言葉で、「ソジ」または「ソギ」と読

まれ、性的指向と性自認の組合せを言います。 

性的指向とは、自分自身の恋愛感情や性的欲求

が、どの性に向くかを表したものです。 

性自認とは、自分自身が考える自分自身の性で、

「自分は男だ」と思うか、「女だ」と思うか、「ど

ちらでもない」と思うかを表したものです。 

性的指向と性自認の組合せとは、「私は、性的指

向は男で、性自認は女だ」「私は、性自認は分から

ないけれど、性的指向は女かな」など、全ての人

が自分自身の中に持っている要素で、「ＳＯＧＩ」

は、特定の人を指した言葉ではありません。 

 近年、認知度が高まっている「ＬＧＢＴ」（レズ

ビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェ

ンダーの頭文字を取った言葉）は、性的指向と性

自認の組合せの一部分を表しています。性はすべ

ての人が持っており、十人十色でみんな当然違っ

ているという考えが国際的に広まっています。 

 性の多様性については、新しい言葉や情報がた

くさん出てきますが、正しく理解し、差別や偏見

につながらないようにしたいですね。 

今月のキーワード  

ＳＯＧＩ（ソジ） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ｒ君とＫ君は５歳６カ月に、Ｓ君は１歳２カ月にな

りました。普段はＲ君とＫ君と私は２階で、妻とＳ君

は１階で寝ています。皆で一緒に寝たいのですが、Ｒ

君とＫ君の寝相が悪いので、Ｓ君の安全を考え、部屋

を分けています。年末のお休みにＳ君の母乳断ちのた

め、妻と私が入れ替わりました。Ｓ君は夜中にぐずる

と、母乳を飲まないと寝てくれず、妻も根負けしてし

まうためです。Ｓ君と一緒に寝始めた初日、案の定２

時ぐらいにぐずり始めました。母乳という最終手段が

ないことから長期戦を覚悟していましたが、Ｓ君を抱

き寄せ、腕枕をし、ポンポンと背中をたたくとすぐに

また寝ていきました。その後も２回程ぐずりましたが、

同様の方法で無事に朝を迎えることができました。妻

に報告すると、妻の時も背中をたたいて寝かしつけて

いるが寝てくれたことはないと、信じられないようで

した。その後も２日間Ｓ君と一緒に寝て、あっさり母

乳を断つことができました。Ｓ君の対応の違いは、匂

いだったのかも知れませんね。 

【最近Ｓ君がべったりとくっついてくるのがうれしい担当:Ｙ】 
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このコーナーでは、はもりあ四日市のスタッフが、本を読んだ
り、映画を観たり、お話しを聞いたり、また、日々の生活の場面
で感じたことを綴っていきます。もちろん『男女共同参画』の視
点   を通してね。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
○●◎あとがき◎●○ 
 2 月と言えば、節分（豆まき、恵方巻き）、立春、さっぽろ雪まつり、建国記念の日、バレンタインデー、東京マ

ラソンなどが連想されますが、今年は隣の韓国(平昌)で冬季オリンピック・パラリンピックが開催されます。オリン

ピックは 2 月 9 日から、パラリンピックは 3 月 9 日から熱戦が展開され、日本人の活躍が期待されています。こ

のスポーツの祭典が終わると春は間近になります。寒さ厳しい折、どうかご自愛ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

            代表者   山田知美 

                          連絡先  ０９０－３９５３－６５６９ 

                      さんです。       chibiykikito@yahoo.co.jp 

                              URL  http://kodomo55.jp/ 

 

みなさんこんにちは！当法人は【子どもの貧困支援】【一人親支援】【女性の自立支援】【女性の活躍推進】 

を活動内容としており、毎月第２水曜日に「四日市子ども食堂５５」毎月第４水曜日に「おやこ食堂」を定期

開催しています。また、食の支援だけでなく経験の貧困支援として四日市の地場産業である萬古焼きを子ども

たちに体験できるイベントや、子ども食堂にくる子どもたちを川へバーベキューに連れて行ったり、子どもお

料理教室や一人親お茶会など他にも沢山のイベントをしています。 

そして「女性の活躍推進」では、女性の起業家支援や隔月にイオンモール四日市北の館内で開催する【はぐマ

ルシェ】の運営をし、起業家女性の発表の場所として喜ばれています。 

特定非営利活動法人登記から、１年足らずなのでまだまだ勉強不足や力不足を感じています。 

是非今後とも皆様のご指導を宜しくお願い致します 

 

                        代表者   澤田香澄 

                 さんです。    連絡先  059―355―4848 

 

ギャンブル依存症本人の家族・友人という同じ立場の人たちが集まってミーティングを行っています。匿名で

すから本名や身分を明かす必要はありません。ミーティングで聞いた他人の情報を漏らす事もしません。どん

な宗教・政党・組織・団体にも縛られていません。 

悩みや苦しみを分かち合い、勇気と元気をもらうために、定期的に集まりミーティングを開催しています。 

参加するには資格も会費も必要ありませんので、どうぞご気軽に参加下さい。 

 

「ギャンブル依存症」とは 

国際基準で認められている心の病気です。「ギャンブルによって、経済的・社会的・精神的な問題を生じてい

るにも関わらずやめることができない状態」を指します。ギャンブルのために借金を重ねたり、周囲の人々と

の人間関係にひびが入って、近しい人（主に家族）は傷ついていきます。 

 

今回は、新しく、はもりあ四日市に登録されたグループを２つ紹介します。 

 

登録グループ紹介 

http://kodomo55.jp/

